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２．プロジェクトを取り巻く状況 
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2-1 自然条件 

1．地理・地形 

古くはセレベスと呼称されていたスラウェシ島は、マレー群島に属し、カリマンタン島とマルク諸島の間、北

辺をフィリッピンに接して位置している。陸域面積は193,850 km²、世界で11番目、インドネシア国内で4番目

の面積を有する。土地利用パターンから見るとおよそ53％が森林であり、農業地および居住地は、全島面積

の26.1%および0.4%である。森林は地形急峻の高地に分布し、緩傾斜地形の低地部は農地などにほぼ100％

利用されている。 

このうち南東スラウェシ州は下図のとおり本島地域の北部は森林に覆われており、本島南部およびムナ島

およびブトン島は沿岸部を中心に低地が広がっている。南東スラウェシ州の面積は38,140 km²であり、州都で

あるKendari市およびBaubau市の２つの市および10の県により構成されている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

南東スラウェシ島地形図 
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2．気象 

スラウェシ島は降雨に恵まれ、概して農耕に適している。特に、マミナサタ地域、マナドおよび中央スラウェ

シ州の山間部は、年間2,500mm 以上の降雨がある。 他方、Gorontalo（ゴロンタロ州、Palu（中央スラウェシ州

西部）、Luwuk（中央スラウェシ州東部）、Kendari（南東スラウェシ州）、Mamuju（西スラウェシ州）は、その周辺

地域を含め年間1,600 mm以下の少雨地域であり、特にそれら地域の海岸部は年間降雨量が600 mm以下と、

インドネシア国で最も乾燥した地域のひとつである。 

南東スラウェシ州は他のインドネシア地域と同じく雨季（11月から3月)と乾季（5月から10月）をもつ。2006年

の南東スラウェシ州の主要な県別の降水量は以下のとおりである。 

Buton（Bau-bau)
降雨日数 降雨量 降雨日数 降雨量 降雨日数 降雨量 降雨日数 降雨量

1月 12 240 10 123 6 15.52 14 317.50
2月 24 366 10 144 11 33.26 19 233.30
3月 16 206 12 236 8 19.49 14 264.00
4月 18 183 10 151 7 18.73 15 241.80
5月 21 288 13 243 7 47.14 23 219.00
6月 16 231 12 167 2 17.00 18 180.90
7月 11 72 5 48 1 4.34 9 29.00
8月 5 6 3 2 - - 12 28.20
9月 3 5 2 0 - - 8 38.00

10月 - - -- 0 - - 0 0.00
11月 3 50 4 8 - - 10 55.40
12月 19 259 11 63 - - 17 140.00

148 1906 92 1185 42 155.48 159 1747.1

Muna Kolaka Kendri

（出典：南東スラウェシ州統計 2007） 

 

なお2006年の南東スラウェシ州都Kendariの気温データは以下のとおりである。 

月 最高気温（℃） 最低気温（℃） 

１ 33 22 

２ 34 20 

３ 34 22 

４ 34 23 

５ 32 21 

６ 31 20 

７ 31 18 

８ 32 17 

９ 33 17 

１０ 34 17 

１１ 36 20 

１２ 35 23 

（出典：南東スラウェシ州統計 2007） 

 



 －139－ 

3．自然保護・動植物 

南東スラウェシ州では以下のとおり１３の自然保護区が指定されている。 

 

南東スラウェシ州保護区一覧表 
No. 名称 所在県（市） 面積（ha） 指定年月 

1 Teluk Lasolo 自然公園 Konawe 81,800 1999.06

2 Tanjung Peropa 鳥獣保護区 Konawe Seletan 38,937 1986.11

3 Tanjung Amolengo 鳥獣保護区 Konawe Seletan 610 1980.11

4 Batikolo 鳥獣保護区 Konawe Seletan 4,060 1986.11

5 Napabalano 自然保護区 Muna 10.5 1919.06

6 Tirta Rimba 自然公園 Bau-Bau 488 1994.10

7 Lambusango 鳥獣保護区 Buton 27,700 1982.09

8 Kakenaue 自然保護区 Buton 810 1982.09

9 North Buton 鳥獣保護区 Muna 82,000 1979.12

10 Mangoro 自然公園 Kolaka 3,393.30 1990.04

11 Lamedai 自然保護区 Kolaka 635.16 1994.04

12 Padamarang 海洋公園 Kolaka 36,000 2003.03

13 Mata Osu 狩猟区 Kolaka 7,233.37 1998.09

（出典：Handbook of Natural Conservation 2006） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南東スラウェシ州自然保護区位置図 

PETA
KAWASAN KONSERVASI
YANG DIKELOLA
BALAI KSDA SULAWESI
TENGGARA

Legenda
 
           : Kawasan
Konservasi
              yang Dikelola
BKSDA
              Sultra
           : Taman Nasional/
             Taman Hutan Raya

        u

Keterangan :
1.TWAL Teluk lasolo
2. SM  Tj. Peropa
3. SM  Tj. Amolengo
4. SM  Tj. Batikolo
5. CA  Napabalano
6. TWA Tirta Rimba
7. SM  Lambusango
8. CA Kakenauwe
9. SM Buton Utara
10. TWA Mangolo
11. CA Lamedai
12. TWAL Padamarang
13. TB Mata Osu
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また南東スラウェシ州では以下のとおり保護動植物が指定されている。 

 

南東スラウェシ州保護動植物種一覧表 

No. 学名 英名 

＜植物＞ 

1 Pericopsis moniana  

2 Dyospyros malabarica  

＜哺乳類＞ 

1 Cervus timorensis Deer 

2 Bubalus depressicornis Lowland Anoa 

3 Bubalus quarlesi Highland Anoa 

4 Babyrousa babyrussa Babyrusa 

5 Lariscus insignis Tree-striped ground squirrel 

6 Macaca ochreata  

7 Macrogalidia musschenbroeki Black ape, Macaque 

8 Phianger ursinus Celebes palm 

＜爬虫類＞ 

1 Crocodylus porosus Estuarine crocodile 

2 Phyton malurus Indian phyton 

3 Hidrosaurus amboinensis Soil lizard 

4 Dermochelys coriacea Leather back turtle 

5 Caretta caretta Red brownlongerhead 

＜鳥類＞ 

1 Macrochepalon maleo Maleo bird 

2 Aceros cassidix Hornbill 

3 Cairina scutulata White wing duck 

4 Haliastus leucogaster White bellied sea eagle 

5 Ciconia episcopus Wooly necked strok 

6 Halcyon funebris Kingfisher 

7 Threskionis aetiopcius Sacred ibis 

8 Leptoptilos javanicus Lasser adjutant strok 

9 Egretta garsetta Snowy egret 

10 Egretta ibis Cattle egret 

11 Anhinga melanogaster Oriental darter 

12 Plegadis falcinellus Glossy ibis 

13 Aramidopsis plateni Snoring rail 

14 Tanyangnathus sumatranus Muller’s parrot 

15 Esacus magnirostris Great roef thieck knee 
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No. 学名 英名 

16 Sternidae Terns 

17 Strigidae Typical owls 

18 Nectariniidae Sunbird 

19 Eegeta andrewsi Andrews frigate bird 

20 Loriculus exilis Grees hanging parrot 

21 Trichoglossus ornatus Ornate larikeet 

＜貝類＞  

1 Anthipates spp. Black coral 

2 Tridacna gigas Giant clam 

3 Tridacna squamosa Scaly clam 

4 Charonia tritonis Triton’s thrumpet 

5 Cassis cornuta Giant helmet shell 

6 Nautilus pompilus Chambered nautilus 

7 Birgus latro Coconut robber crab 

（出典：Handbook of Natural Conservation 2006) 
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2-2 社会・治安状況 

1．人口 

スラウェシ島の人口は15,998,000人（2005年）で、インドネシア全国の約7.3%を占める。 人口密度は81.2人

/km2で全国平均115.8人/km2 より低く、外島（ジャワ島およびバリ島以外の全島嶼）人口密度51.3人/km2よ

り高い。スラウェシ島最大の都市は南スラウェシ州都のマカッサル市でおよそ120万人の人口を擁している、

北スラウェシ州都マナド市（40万人）、中央スラウェシ州都パル市（29万人）、南東スラウェシ州都クンダリ市（24

万人）、ゴロンタロ州都ゴロンタロ市（15万人）などが続いている。 市別の人口密度は、南スラウェシ州の南部

地域および北スラウェシ州の東部地域で高く、中央スラウェシ州およびゴロンタロ州は低い。人口密度を見る

と、マカッサル市の7,749人/km2が最も高く、ゴロンタロ市の2,557人/km2 マナド市の2,440人/km2と続く。 

南東スラウェシ州の人口は2,010,818人で県毎の内訳は以下のとおりである。 

 

No. 県 人口 比率 世帯数
1 Buton 271,657 13,57 62,584

2 M u n a 290,358 14,50 68,048

3 Konawe 265,646 13,27 61,968

4 Kolaka 273,168 13,65 60,512

5 Konawe Selatan 234,400 11,71 54,464

6 Bombana 107,294 5,36 25,824

7 Wakatobi 98,180 4,90 25,104

8 Kolaka Utara 94,190 4,71 20,640

9 Kota Kendari 244,586 12,22 58,880

10 Kota Bau-Bau 122,339 6,11 28,416
計 2,001,818 466,440  

（出典：南東スラウェシ州統計 2007） 

 

2．産業・雇用 

インドネシアにおいては農業、林業、漁業、畜産業を含む第1次産業が、労働人口の主要な吸収セクター

である。これはスラウェシでも同様であり、第1次産業が労働人口の半分以上を雇用している（ただし、観光産

業が活発な北スラウェシ州は第1次産業の比率が50％を下回る）。 

西スラウェシ州（75.1%）、中央スラウェシ州（65.4%）、および南東スラウェシ州（62.8%）は第1次産業比率が比

較的高く、北スラウェシ州は第3次産業での雇用が多い。南東スラウェシ州の県別主要農産物の生産量は以

下のとおりである。 

 南東スラウェシ州主要農産物の生産量一覧（トン） 

Buton Muna Konawe Kolaka Konsel Kendari Bau-Bau Wakatobi Bombana Kolut Total

ココナッツ 1,233 6,304 4,074 2,126 1,848 457 61 3,428 8,641 4,465 32,637
コーヒー 215 319 555 1,364 383 121 37 2 552 134 3,682
胡椒 18 198 1,194 966 990 93 1 - 11 104 3,575
ナツメグ - - 11 - 8 - - 4 1 1 25
ｶｼｭｰﾅｯﾂ 6,413 13,317 7,877 1,425 5,163 175 132 99 5,660 64 40,325
ｶｶｵ 603 2,992 7,209 49,449 8,344 557 192 17 4,269 51,299 124,931

県名（市）

（出典：南東スラウェシ州統計 2007） 
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3．貧困 

中央統計局（BPS）の国家社会経済調査によると、スラウェシの貧困率は18.9%（2002年）で、全国平均値

(18.2%)に近い。南東スラウェシ州は中央スラウェシ州、ゴロンタロ州、西スラウェシ州南部などと同様高い貧困

率を示している。特にゴロンタロ州は平均29.7％で、最貧困州となっている。北スラウェシ州および南スラウェ

シ州はそれぞれ11.2％、14.7％と全国値を下回る。 

 

4．移住 

ジャワ島への人口集中に対する緩和策として、インドネシア政府は1994年より移住政策を行ってきた。南東

スラウェシ州では1994年から2005年にかけて34万人の移住を受け入れてきてが、近年その数は減少してい

る。 

 

5．公共施設 

（1）教育関連 

南東スラウェシ州の学校の数や生徒数は以下のとおりである。 

 
種別 学校数 教師の数 生徒数 

幼稚園 673 1,479 19,599 

小学校 2,034 16,853 313,910 

中学校 309 6,871 95,368 

高校 169 3,695 48,283 

（出典：南東スラウェシ州統計 2007） 

 

（2）医療関連 

南東スラウェシ州全体では 2006 年のデータによると診療機関として、病院21 箇所、診療所119 箇所、

簡易診療所 543 箇所となっており、医師 243 名（補助医師含む）、歯医者 45 名、薬剤師 74 名、看護士

2,865 名が公共医療に従事している。主要な疾病としては呼吸器系疾病が 51,049 名、下痢 35,632 名、

デング熱 16,309 名となっている。 

 

（3）宗教施設 

南東スラウェシ州全体ではモスクが２，３３１、キリスト教会１７、寺院が２３４となっている。 

 

6．交通事故 

南東スラウェシ州の県毎の交通事故等のデータは以下のとおりである。 

 
犠牲者 

県（市）名 交通違反 事故数 
死者 重傷 軽傷 計 

Buton 574 13 9 17 5 31

Muna 2,400 27 22 8 1 31
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Konawe 2,745 26 20 6 0 26

Kolaka 3,052 29 26 12 15 53

Kendari市 6,321 336 37 106 200 343

Bau-Bau市 3,397 29 26 7 13 46

Konawe Selatan 1,074 25 1 11 5 17

Wakatobi 261 15 5 2 8 15

Bombana 744 16 10 1 0 11

Kolaka Utara 1,408 7 3 1 1 5

Ditlantas 1,308 0 0 0 0 0

（出典：南東スラウェシ州統計 2007） 

 

7．治安状況 

（1）概要 

2002 年 10 月 12 日、バリ島で爆弾テロ事件が発生（死者 202 名、負傷者 300 名以上。邦人 2 名が死

亡し、複数名が負傷）。2004 年 4 月、国家警察は、イスラム過激派組織「ジュマ・イスラミーヤ（JI）」の精神

的指導者と言われるアブ・バカル・バアシールを、バリ島爆弾テロ事件、マリオット・ホテル爆弾テロ事件

等に関与した容疑で逮捕（2 年 2 ヶ月の刑期を終え、2006 年 6 月に釈放）。また、国家警察本部は、バリ

島爆弾事件の実行犯を含め、イマム・サムドラ、アムロジ等の容疑者を逮捕（いずれもインドネシア人）し

た（イマム・サムドラ、アムロジとも死刑判決が確定している。）。また、2003 年 3 月、インテリジェンスの情

報の裁判証拠としての採用、テロに関与した疑いのある人物の拘留（7 日間）、テロ計画の犯罪化等を内

容とする「テロ撲滅法」が成立した。 

 

（2）地方情勢 

中部スラウェシ州では、2000 年にイスラム教徒とキリスト教徒との間で大規模な宗教抗争が発生した。

2001 年の「マリノ合意」で停戦合意があったものの、その後も不安定な情勢が継続している。近年は、こ

れら宗教対立にジェマ・イスラミアが介入する動きがみられ、ジャワからテロリストを派遣するとともに、キリ

スト教徒に対する各種テロを敢行した。2006 年後半は、爆弾爆発、牧師射殺、警察襲撃などのテロ行為

が続発している。その後も、同地域においては、散発的に爆弾が爆発するなど、不安定な情勢が継続し

ている。 

なお南東スラウェシ州では上記のような深刻な治安上の問題は生じていない。 
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2-3 「イ」国の経済状況 
 

一般外観  

1. 面積 約 189 万 km２（日本の約 5 倍） 

2. 人口 約 2.22 億人（2006 年政府推計） 

3. 首都 ジャカルタ 

人口：896 万人（2006 年推計） 

4. 民族 大半がマレ－系（ジャワ、スンダ等 27 種族に大別） 

5. 言語 インドネシア語 

6. 宗教 イスラム教 87.1％、キリスト教 8.8％、ヒンズ－教 2.0％他 

7. 通貨 1 ドル＝8,810 ルピア（2008 年 7 月末） 

 
経済  

1. 主要産業 鉱業（石油、LNG、アルミ、すず） 

農業（米、ゴム、パ－ム油） 

工業（木材製品、セメント、肥料） 

2. GDP 4,330 億ドル（2007 年、インドネシア政府統計） 

3. 1 人当たり GDP 1,947 ドル（2007 年、インドネシア政府統計） 

4. 経済成長率 6.3%（2007 年、インドネシア政府統計） 

5. 物価上昇率 6.6%（2007 年、インドネシア政府統計） 

6. 総貿易額 輸出：113,993 百万ドル（2007 年、インドネシア政府統計） 

輸入： 74,403 百万ドル（2007 年、インドネシア政府統計） 

7. 主要貿易品目  輸出：石油・ガス（19％）、動物・植物油（9％）、電気機器（7％） 

輸入：石油・ガス（30％）、原子炉・ボイラー及び機械類（13％）、 

電気機器（6％） 

8. 主要貿易相手国 輸出：日本（22％）、EU（12％）、米国（11％） 

輸入：シンガポール（16％）、中国（11％）、EU（10％） 

 
経済協力  

1. 日本の援助実績 

(2006 年) 
・ 無償資金協力     53.7 億円（E/N ベース） 

・ 有償資金協力  1,252.3 億円（E/N ベース） 

・ 技術協力         77.9 億円（JICA 経費実績ベース） 

2. 主要援助国（2003 年） （1）日本 73.6％ （2）米国 13.6％ （3）豪州 5.6％ 

（4）オランダ 5.0％ （5）フランス 3.7％ 

 
二国間経済  

1. 対日貿易 

 

輸出：217.3 億ドル（2006 年、インドネシア政府統計） 

輸入： 55.2 億ドル 

主要輸出品目：石油・天然ガス、機械機器、銅紘、エビ、天然ゴム、合板等 

主要輸入品目：一般機械、電気機器、輸送用機器等 

2. 日本からの直接投資 6.0 億ドル（2007 年、インドネシア政府統計） 

（出典：http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/indonesia/data.html）
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2-4 「イ」国の援助状況・動向 

 

「イ」国 は国 際 通 貨 基 金 の支 援 のもと、構 造 調 整 を積 極 に推 進 しており、また近 隣 諸 国

との関 係 も改 善 され、地 域 協 力 に積 極 的 に参 画 している。一 方 、依 然 として失 業 率 は高

水 準 で推 移 しており、また近 年 はスマトラ沖 大 地 震 及 びインド洋 津 波 等 の自 然 災 害 が頻

発 し、復 興 支 援 が急 務 とされている。これにともない、日 本 は「イ」国 に対 する援 助 の重 点

分 野 として、災 害 復 興 支 援 、食 糧 安 全 保 障 、人 的 資 源 開 発 および持 続 的 経 済 開 発 を掲

げている。 

 

(1) 日本からの援助 
  表 2-4-1 に日 本 の年 度 別 ・援 助 形 態 別 経 済 協 力 実 績 を示 す。2006 年 度 までの日 本 か

ら「イ」国 への経 済 協 力 累 計 実 績 は、円 借 款 41,659.33 億 円 、無 償 資 金 協 力 2,524.64 億

円 （以 上 、交 換 公 文 ベース）、技 術 協 力 2,830.33 億 円 （JICA 経 費 実 績 ベース）である。 

無 償 資 金 協 力 については、地 方 における水 道 整 備 や排 水 計 画 等 の水 供 給 システムの

整 備 、地 域 保 険 医 療 システム強 化 等 の保 健 衛 生 ・生 活 環 境 分 野 、および食 糧 援 助 など

幅 広 い分 野 の協 力 を行 っている。技 術 協 力 についてはガバナンス分 野 への協 力 やインフ

ラ整 備 、人 材 育 成 等 の分 野 で案 件 を実 施 している。農 業 、水 産 、保 険 、医 療 、インフラ整

備 、教 育 等 の分 野 においては日 本 から専 門 家 を多 数 派 遣 しており、2006 年 度 末 の累 計

で 30,200 名 が現 地 での援 助 活 動 に参 加 している。また、「イ」からの研 修 員 受 け入 れも積

極 的 に行 っており、34,676 人 が研 修 に訪 れている。 

 

表 2-4-1 日本の年度別・援助形態別経済協力実績 
（単 位 ：億 円 ） 

年 度  円 借 款  無 償 資 金 協 力  技 術 協 力 * 

2002 889.39 72.97 145.55(106.32) 

2003 1,046.34 50.17 123.91(91.01) 

2004 1,148.29 187.43 120.66(79.87) 

2005 930.05 63.32 108.81（85.22） 

2006 1,252.34 53.71 77.85 

累 計  41,659.33 2,524.64 2,830.33 

* 2002-2005 年 度 の(  )内 、及 び 2006 年 度 ・累 計 は JICA の実 績 。その他 の 

数 値 は日 本 全 体 の実 績 。 

（出 典 ：http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/shiryo/kuni/07_databook/pdfs/01-01） 
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(2) 諸外国からの援助 
  表 2-4-2 に諸 外 国 の「イ」国 に対 する経 済 協 力 実 績 を示 す。2001 年 以 降 、日 本 による

支 援 が常 に上 位 を占 め、次 いでオーストラリア、オランダと続 く。 

 

表 2-4-2 諸外国の「イ」国に対する経済協力実績 
（単 位 ：百 万 ドル） 

年 度  1 位  2 位  3 位  4 位  5 位  合 計

2001 日 本  860.1 米 国  141.0 ｵﾗﾝﾀﾞ 119.7 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 59.2 ｽﾍﾟｲﾝ 41.4 1 , 345 . 2

2002 日 本  538.3 米 国  225.8 ｵﾗﾝﾀﾞ 127.3 ﾄﾞｲﾂ 78.4 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 71.1 1 , 162 . 0

2003 日 本  1,141 . 8  米 国  210.9 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 86.5 ｵﾗﾝﾀﾞ 76.9 ﾌﾗﾝｽ 57.0 1 , 550 . 7

2004 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ  106.1 米 国  68.9 ｽﾍﾟｲﾝ 10.9 ｶﾅﾀﾞ 9.3 ｽｳｪｰﾃﾞﾝ 9.1 -145 . 6

2005 日 本  1,223.1 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 184.7 ｵﾗﾝﾀﾞ 176.0 ﾄﾞｲﾂ 164.7 米 国  160.8 2 , 247 . 2

（出 典 ：http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/shiryo/kuni/07_databook/pdfs/01-01） 

 

(3) 国際援助機関 
  表 2-4-3 に国 際 援 助 機 関 の「イ」国 に対 する経 済 協 力 実 績 を示 す。2001 年 以 降 、CEC

および IDA による支 援 が常 に上 位 を占 めている。近 年 、失 業 率 、物 価 上 昇 および金 利 引

き上 げが問 題 となっており、国 連 や世 界 銀 行 、ユニセフ等 の国 際 援 助 機 関 による緊 急 体

制 も組 まれている。 

 

表 2-4-3 国際援助機関の「イ」国に対する経済協力実績 
（単 位 ：百 万 ドル） 

年 度  1 位  2 位  3 位  4 位  5 位  
年 度  
合 計  

2001 CEC 28.4 IDA 12.3 ADB 10.8 UNFPA 6.8 IFAD 6.7 97.0

2002 IDA 59.8 CEC 23.9 ADB 7.9 UNTA 7.1 UNFPA 6.2 123.2

2003 IDA 63.8 ADB 36.7 CEC 28.0 UNTA 6.8 UNHCR 5.9 164.9

2004 IDA 94.8 CEC 42.6 ADB 37.7 UNDP 7.8 UNTA 6.9 226.8

2005 CEC 72.1 ADB 47.8 IDA 40.1 GFATM 22.9 UNFPA 31.4 230.1

（出 典 ：http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/shiryo/kuni/07_databook/pdfs/01-01） 

 

ADB：アジア開 発 銀 行  

CEC：欧 州 委 員 会  

IDA：国 際 開 発 協 会 （第 二 世 銀 ） 

IFAD： 国 際 農 業 開 発 基 金  

UNFPA：国 連 人 口 基 金  

UNHCR：国 連 難 民 高 等 弁 務 官 事 務 所  

UNICEF：国 連 児 童 基 金  

UNTA：国 連 通 常 技 術 支 援 計 画

UNDP：国 連 開 発 計 画  



 

 

３．橋梁の予備設計
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3-1 橋梁計画（案） 

 

スラウェシ本島４橋 
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ブトン島東西道路８橋 
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3-2 各橋の計画上の要点 

1) スラウェシ島本島の No.1 RorayaⅢBridge 

河川が現橋の下流で急に右折しているので、現橋の上流側に新橋を計画することとした。橋脚位置

は河積阻害率をおさえるために、現橋と同じ位置に橋脚、橋台を置くこととして計画した。そのため

11m+31m というスパン割になっている。短いスパンは RC 橋で計画できる。31m のスパンは PCI 桁橋で

計画した。橋梁付近には家はない。Tinanggea 側はカカオ畑になっている。現橋は水没したことがないと

いうことなので、現橋と同じクリアランスを確保すれば、洪水に対して安全な橋梁を計画できる。 

 

2) スラウェシ島本島の No.3 Pinanggo Bridge 

現橋は竹製の橋でオートバイがやっと通れる程度の橋梁である。そのために、車が通れる迂回路が

上流に作られている。それは、インドネシアでは通常のヤシの丸太を並べた橋である。洪水時には水没

する橋である。この道路を工事用道路として使えるので、新橋は現橋位置に計画した。高水位は、現地

で確認すると、既出の図面に示した位置で、取り付け道路は冠水したことがないとのことであった。この

ことから、現在のアプローチ道路よりも上に橋の下面がくるように新橋を計画すれば、安全な新橋が計

画できるものと思われる。橋梁のスパンは現橋とほぼ同じ 22m とした。作業ヤードはどちらのアプローチ

にも確保可能であるが、アクセスを考えると村側になると思われる。 

 

3) スラウェシ島本島の No.4 RorayaⅡBridge 

現橋はベイリー橋であるが、水没したことはないとのことであった。よって、新橋も現橋と同じクリアラ

ンスを確保すれば、十分である。右岸側には田が広がっているので、水位が上がったとしても、橋が水

没する可能性は非常に低い。左岸下流側に家があるので、アプローチがかからないように、上流側に新

橋を計画した。スパン割は、河積阻害率の上昇を抑えるために、現橋と同じとした。現橋の上流に水位

観測塔があるが、その観測塔と現橋との間に新橋を作るのが良いと思われる。今回の予備調査の中で

は最も橋長の長い橋である。作業ヤードは山側に計画する方が架設に好条件である。 

 

4) スラウェシ島本島の No.7 Lapoa Bridge 

現橋が落橋しているので、ヤシの丸太を使った橋で迂回路が作られている。現橋位置に新橋を計画

し、迂回路を工事用道路として使用できる。右岸が田で、その中を州道が走っている。州道よりもすこし

高い位置に新橋の下面が来るように、新橋を計画すれば、水没する可能性の低い、安全な橋ができる。

作業ヤードは右岸左岸どちらにでも確保できる。 

 

5) ブトン島南北道路の No.8 Wamorapa Bridge 

この付近では、現橋の手すり位置程度まで、水位があがるとのことであった。ただし、高水位の水は

三時間程度で引くとのことであった。海岸が近いので、正しい情報だと思われる。そのため新橋はその

高水位に 1m 程度の余裕をみてクリアランスを確保すると、現橋よりも 4m 程度、橋面位置が上がることと

なる。この道路は国道なので、取り付け道路の縦断勾配の最大値は 5％とのことであった。現橋は直線

状の見通しの良い道路上にあるので、同じ位置に新橋を建設することが適当であると判断された。工事

用道路として、下流側に仮設のヤシの丸太の橋梁をかける必要がある。 
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6) ブトン島南北道路の No.9 Labuan WolioⅢBridge 

No.8 Wamorapa Bridge と同様、現橋より 4m 程度、橋面位置が上がることとなる。取り付け道路の縦

断勾配の最大値も 5％必要である。現橋は直線状の見通しの良い道路上にあるので、同じ位置に新橋

を建設することが適当であると判断された。工事用道路として、下流側に仮設のヤシの丸太の橋梁をか

ける必要がある。 

 

7) ブトン島南北道路の No.12 MaliganoⅡBridge 

No.8 Wamorapa Bridge と同様、現橋より 4m 程度、橋面位置が上がることとなる。取り付け道路の縦

断勾配の最大値も 5％必要である。現橋は緩いカーブ上にある見通しの良い道路上にあるので、同じ

位置に新橋を建設することが適当であると判断された。工事用道路として、上流側の旧道位置に仮設

のヤシの丸太の橋梁をかける必要がある。橋長は現橋とほぼ同じ 31m とした。作業ヤードはどちらの側

にでも計画できる。 

 

8) ブトン島南北道路の No.14 PakakaⅡBridge 

現橋のマリガノ側の下流側に家があり、その家で聞き取り調査したところでは、前掲の図の位置まで

水か来たことがあるとのことであった。現橋は水没しない。よつて、現橋とほぼ同じクリアランスを持つ新

橋を上流側に計画した。上流側には、現橋ができる前の旧道があり、用地買収の必要はないとのことで

あった。作業ヤードはどちらの側にでも計画できる。 

 

9) ブトン島南北道路の No.15 Labungka Bridge 

現橋の右岸上流側に家があり、その家で確認すると、高水位時は高床式の家の階段の最上段付近

まで水が来るとのことであった。このことから、高水位は、前掲の図に示す付近であると思われた。このこ

とから、新橋は、現橋とほぼ同じ程度のクリアランスを確保すれば良いものと思われる。この橋梁は平面

的な場所にあった。現橋は川をせまくして架橋したとのことであったので、新橋は元の川幅程度で計画

することが妥当であると判断される。よって、新橋としては、22m の橋梁を計画している。作業ヤードはど

ちらにでも計画できそうであった。 

 

10) ブトン島南北道路の No.16 Tolie Bridge 

現橋は、No.15 Labungka Bridge と似たような橋梁である。現地で聞いたところでは、橋面付近まで水

位が上がったことがあるとのことであった。バウバウ側は上りこう配で村のある方へとつながっている。マリ

ガノ方向は平地である。高水位地から考えて、新橋は前掲の図面のように計画した。またこの橋も、河川

をせまくして架橋しているので、元の川幅に合わせて、新橋を計画した。この橋梁の下流側には、洗掘

があり、その洗掘は家のすぐ裏にまで迫っている。そのため、新橋建設時には洗掘対策が必要であろう。

橋梁建設後の洗掘対策はインドネシア側の責任であることを確認しておく必要がある。 
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11) ブトン島南北道路の No.17 Wakorumba Bridge 

現橋は橋長 27.0m のベイリー橋である。橋の左岸右岸の両側に家が多くたっており、村の中の橋で

ある。そのため川はよく護岸されていて、河道は固定されている。右岸下流側にマンゴの大木があり、こ

の木に当たらないように橋梁を計画する必要がある。現橋は村を一直線に貫いている道路上にあるの

で、新橋も同じ位置に建設することが望ましい。現橋を平行に上流側に移設して、工事用道路とし、元

の位置に新橋を建設することが適当であると思われる。この付近は現橋の手すり付近まで水没するので、

新橋の路面は、現橋路面より 4m 程度上に計画する必要がある。作業ヤードとしては、左岸上流側が使

えるだろう。 

 

12) ブトン島東西道路の No.18 Siloi Bridge 

急峻な位置にある橋梁。現橋はベイリー橋である。下流側には、左岸から支流が流れ込んでいるで、

橋梁は建設できない。上流側に新橋を計画する必要がある。河岸は岩で、現在と同じスパンで橋梁が

計画できる。作業ヤードとしては、左岸上流側が使えるだろう。 

 

13) ブトン島東西道路の No.19 SiloiⅡBridge 

現橋は仮設の木橋である。高水位位置から、現橋より 4m 程度高い位置に、新橋の路面を計画する

必要がある。現橋は盛土で河川をせまくして橋梁を建設しているので、新橋には22m程度のスパンが必

要である。 

 

14) ブトン島東西道路の No.20 LantahiwoⅣBridge 

現橋はベイリー橋である。高水位位置から、現橋より 4m 程度高い位置に、新橋の路面を計画する必

要がある。下流側に旧道あとがあり、その位置に新橋を計画することが適当であると思われる。 

 

15) ブトン島東西道路の No.21 Lambale Bridge 

現橋は落橋したところを木橋で掛け替えようとしていた。現橋は盛土で河川をせまくしたところに架橋

している。新橋は元の河川幅で計画した。かなり急峻な地形の場所であるので、現橋は水没しないと考

えられるので、同程度のクリアランスを持つように、新橋を計画した。 

 

16) ブトン島東西道路の No.22 Pembulumemea Bridge 

現橋はベイリー橋である。高水位を考えて、新橋を計画した。旧道を工事用道路に使用できるので

現橋位置に新橋を計画した。 

 

17) ブトン島東西道路の No.23 Uea Bridge 

現橋はベイリー橋である。高水位を考えて、新橋を計画した。旧道を工事用道路に使用できるので

現橋位置に新橋を計画した。 

 

18) ブトン島東西道路の No.24 Lampangi Bridge 

現橋はベイリー橋である。高水位を考えて、新橋を計画した。旧道を工事用道路に使用できるので



 －171－ 

現橋位置に新橋を計画した。 

 

19) ブトン島東西道路の No.25 Ahara Bridge 

現橋は落橋したところを木橋で掛け替えようとしていた。現橋は盛土が続く位置にあり、河川をせまく

したところに架橋している。新橋は元の河川幅で計画した。また高水位位置は不明であったが、現橋に

続く盛土面よりも高い位置に橋梁を計画すれば、橋は水没する可能性は非常に低い。 

 

 



 

 

４．調達関連資料 

－173－ 

4-1 基礎コンサル見積り 

 
 

Request for cost estimate  
of  

boring, soil tests and survey  
for  

the preliminary study  
of  

the Bridge Construction Project 
in  

South East Sulawesi Province 
 
 

August 10, 2008 
 

Preliminary study team of JICA 
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1. Boring Work 
 
1.1 Scope of the work 
Boring works will be executed in August or September next year, 2009. Prospective 19 
bridge sites are located in South East Sulawesi Province. Out of 19 bridges, 4 bridges 
are on Sulawesi Main Island near Tinanggea in South East Sulawesi Province (SE 
Sulawesi Province hereinafter.). 15 bridges are on Buton Island. The boring works are 
composed of the following items for each location. 
(1) Mechanical drilling 
(2) Standard penetration test 
(3) Soil sampling (undisturbed) for laboratory test 
(4) Depth of under ground water 
 
Boring works are divided into three groups as follows; 
Group 1; No.7 Lapoa Bridge, about 10 to 15km from Tinanggea 

No.1 RorayaⅢBridge, about 25km from No.7 bridge 
No.4 RorayaⅡBridge, about 9km from No.7 bridge 
No.3 Pinanggo Bridge, about 32km from No.7 bridge 

 
Planned bridge spans are as follows; 
Group Bridge name Planned span and length 

No.7 Lapoa Bridge Single span 22m 
No.1 RorayaⅢBridge 2 span, 21m+21m=42m 
No.4 RorayaⅡBridge 3 span, 20m+22m+20m=62m 

Group 1 

No.3 Pinanggo Bridge Single span 22m 
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Work items for Group 1,2 and 3 
 
Group 1 
Work items Unit Quantity Remarks 

60m for 
No.1  

No.1 is 2-span bridge and 3 bore 
holes. 20m×3=60m 

80m for 
No.4 

No.4 is 3-span bridge and 4 bore 
holes. 20m×4=80m 

(1) Mechanical boring (depth 
of 20m for each position) 

Clay and sandy gravel layer 
 

m 

40m for 
No.3 &7 

No.3 &7 are single span bridge and 
2 bore holes. 20m×2=40m 

60 for 
No.1  

No.1 is 2-span bridge and 3 bore 
holes. 20m×3=60m 

80 for 
No.4 

No.4 is 3-span bridge and 4 bore 
holes. 20m×4=80m 

(2) Standard penetration 
test (at 1m interval) 

Clay and sandy gravel layer 

each

40 for 
No.3 &7 

No.3 &7 are single span bridge and 
2 bore holes. 20m×2=40m 

3 for 
No.1  

No.1 is 2-span bridge and 3 bore 
holes. Physical test (Atterberg, Sieve 
analysis, etc.) 

4 for 
No.4 

No.4 is 3-span bridge and 4 bore 
holes. Physical test(Atterberg, Sieve 
analysis, etc.) 

(3) Sampling for laboratory 
soil test (disturbed and 
undisturbed soil samples 
in 1 bore hole) 

each

2 for 
No.3 &7 

No.3 &7 are single span bridge and 
2 bore holes. Physical test 
(Atterberg, Sieve analysis, etc.) 

3 for 
No.1  

No.1 is 2-span bridge and 3 bore 
holes.  

4 for 
No.4 

No.4 is 3-span bridge and 4 bore 
holes. 

(4) Depth of underground 
water  

each

2 for 
No.3 &7 

No.3 &7 are single span bridge and 
2 bore holes. 
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1.2 Mechanical boring 
Mechanical boring shall be carried out using boring machine. 
No claim will be accepted. Drill logs shall be prepared for each hole by the Contractor. 
The drill log shall contain, but not limited to the following items; 
- Notes on the hole: name of the site and hole, coordinates, ground height, etc., 
- Operation records: drilling date, sampling and observing data, hole depth and 

diameter, model of drill, kinds of bit, model of equipment, color of return water, 
result of observing and general description of the environs of each site, etc. 

- Records of coring: Core loss (or recovered percentage of core), RQD(Rock Quality 
Designation), etc., 

- Geological description: Rock and soil name, observing and general description of the 
environs of each site and all other geological and geotechnical information obtained 
by careful observation. 

- Personal names of the geologists who prepared the drill logs and the operators who 
were in charge of the drilling and penetrating works. 

 
1.3 Standard penetration test (SPT) 
Standard penetration tests shall be performed at one meter interval along the depth of 
the drilling holes, following the progress of the mechanical drilling work. 
 
1.4 Soil sampling 
All the required soil samples for the laboratory testing shall be undisturbed and kept in 
the airtight and transparent vinyl bags. 
 
1.5 Soil investigation and laboratory tests 
1.5.1 Soil sampling 
The sampling shall be carried out using samplers, which are capable to obtain 
undisturbed soil samples. 
 
1.5.2 Laboratory test 
The laboratory tests shall be composed of the physical test and the strength test. These 
tests shall be referred to AASHTO as follows or other equivalent international 
standards. 
a) Liquid and plastic limit test: AASHTO T89-86 and T90-86 
b) Sieve analysis: AASHTO T100-86, ASTM D854-83 
c) Moisture contents of soil: AASHTO T265-93 
d) Specific gravity: AASHTO T100-01, ASTM D854-58(1972)  



 －177－ 

1.6 Report 
The contractor shall submit two copies of the report containing the above mentioned 
information and the following data; 
・ Location map 
・ Geotechnical descriptions for each site 
・ Drilling logs 
・ Laboratory test results including back up data 
・ Photos showing the site conditions before, during and after the drillings, samplings 

and penetrations for each location. Photos of the inspection of penetration for each 
site shall be included as well. 

 
 
 
2. Topography 
 
2.1 Scope of Work 
Topographic survey works will be executed in August or September next year, 2009. 
Prospective 19 bridge sites are located in South East Sulawesi Province. Out of 19 
bridges, 4 bridges are on Sulawesi Main Island near Tinanggea in South East Sulawesi 
Province (SE Sulawesi Province hereinafter.). 15 bridges are on Buton Island. The 
topographic survey works are composed of the following items for each location. 
 
Work items Quantity Remarks 
(1) Bench mark 

installation 
19 points On one side of planned 19 bridges 

(2) Topographic survey 95,400m2 (485m+100m×19)×(20m+20m) 
485m: Total bridge length 
50m: approach road length for each side of 
bridge 
20m: one-sided survey width from the 
center line of each bridge. 40m for two sides. 

 
2.2 Works 
2.2.1 General 
The works comprise the installation of concrete bench marks and the topographic 
survey. The scale of the topographic map shall be 1/200 with contour lines. The works 
shall also include the electronic data for CAD with the coordinate system.  
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2.2.2 Control survey 
The concrete bench marks shall be surveyed by GPS. GPS shall be used and the field 
data shall be submitted in the electronic data dorm. 
 
2.2.3 Topographic survey 
Necessary landmarks and structures such as rivers, drainages, water courses, road 
edges, land use boundaries, big trees, placed gabions and collapsed bridges, etc., shall be 
surveyed and the field data shall be submitted in an electronic data form. 
 
2.2.4 Identification of the machine boring points 
The contractor shall provide assistance in identifying the location and the existing 
ground level of machine boring points for the geo-technical investigation. 
 
Condition of cost estimate 
The site conditions of group 1, 2 and 3 differ considerably. The site condition of group 1 
may be better than the condition of group 2 and 3, because it is on Sulawesi Main Island 
although road condition is not good. Group 2 and 3 are on Buton Island and the cost of 
mobilization may cost more. The condition of group 2 is better because the road 
condition is better. The survey and the boring of group 3 may cost highest because of the 
bad accessibility. The survey and boring works of group 1,2 and 3 may not be executed 
at once. Group 1 might be executed earlier and group 2 and 3 might be executed later. 
So we would like to know the cost of two cases. When the survey and the boring of each 
group is executed separately, then how is it for each group? If executed simultaneously, 
how much will it be altogether? 
 
 
Please send the above cost estimate to the following address before 20th of August, 2008. 
 
Tsuyoshi Matsumoto, JICA preliminary study team 
Matsumoto_tsuyoshi@ne-con.co.jp   
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4-2 建設資機材単価表 

 

クンダリにおける資材調達価格の資料(世銀の資料)が現地で入手できたので、その資料の抜粋を以下に

示す。 

LIST OF LABOUR PRICE 

No. DESCRIPTION UNIT AMOUNT(Rp.) REMARKS 

1 Labour Hour 5,625  

2 Skill Labour Hour 7,500  

3 Foreman Hour 10,000  

4 Operator Hour 8,750  

5 Operator’s Helper Hour 5,625  

6 Driver Hour 7,500  

7 Driver’s Helper Hour 5,625  

8 Mechanic Hour 8,750  

9 Mechanic’s Helper Hour 5,625  

10 Master of Skill Labour Hour 8,750  

 

LIST OF MATERIALS BASIC PRICE 

No. DESCRIPTION UNIT AMOUNT(Rp.) REMARKS 

1 Natural Sand Cu.m 125,100.00 Base Camp 

2 Stone Cu.m 131,000.00 Work Location 

3 Coarse Aggregates Cu.m 191,420.66 Base Camp 

4 Fine Aggregates Cu.m 213,029.48 Base Camp 

5 Filler Kg 1,000.00 Proses/Base Camp 

6 Boulder Cu.m 131,000.00 Work Location 

7 Gravel Cu.m 158,300.00 Base Camp 

8 Borrow Material Cu.m 15,000.00 Borrow Pit/Quarry 

9 Selected Material Cu.m 20,000.00 Quarry 

10 Asphalt Cement Kg 8,000.00 Base Camp 

11 Kerosene Litre 8,813.00 Base Camp 

12 Portland Cement (50kg) Sack 50,000.00 Base Camp 

13 Portland Cement Kg 1,000.00 Base Camp 

14 Reinforcing Steel (Plain) U24 Kg 12,500.00 Work Location 

15 Concrete Wire Kg 16,500.00 Work Location 

16 Wire of Gabions Kg 21,000.00 Work Location 

17 Mark Paint, Non Thermoplastic Kg 30,000.00 Work Location 

18 Mark Paint, Thermoplastic Kg 50,000.00 Work Location 
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19 Nail Kg 15,000.00 Work Location 

20 Form Work Cu.m 1,750,000.00 Work Location 

21 Premium (Gasoline) Litre 8,000.00 Pertamina 

22 Solar (Diesel fuel) Litre 8,936.20 Pertamina 

23 Oil Litre 31,500.00 Pertamina 

24 Filter Plastic/Geotextile Non Woven Sq.m 30,000.00 Work Location 

25 Galvanized Pipe Dia. 3” Lm 315,000.00 Work Location 

26 Porous Pipe PVC Dia 4”(AW) Lm 45,000.00 Work Location 

27 Mat. Of Ag. Base Class  A Cu.m 206,984.95 Base Camp 

28 Mat. Of Ag. Base Class  B Cu.m 177,575.21 Base Camp 

29 Mat. Of Ag. Base Class  C1 Cu.m 165,064.73 Base Camp 

30 Geotextile Woven Sq.m 25,000.00 Work Location 

31 Asphalt Emulsion Kg 7,500.00 Work Location 

LIST OF MATERIALS BASIC PRICE 

No. DESCRIPTION UNIT AMOUNT(Rp.) REMARKS 

32 Grass Sodding Sq.m 12,500.00 Work Location 

33 Thinner Litre 17,500.00 Work Location 

34 Glass Bead Kg 37,000.00 Work Location 

35 Plate for Sign (Eng. Grade) Each 175,000.00 Work Location 

36 Plate for Sign (High I. Grade) Each 250,000.00 Work Location 

37 Gurdrail Lm 355,718.00 Work Location 

38 End Section Guard Rail Lm 547,088.00 Work Location 

39 Concrete Class K-250 Cu.m 804,039.35 Work Location 

40 Concrete Class K-300 Cu.m 862,135.87 Work Location 

41 Concrete Class K-225 Cu.m 744,397.89 Work Location 

42 Reinforcing Steel (Plain) U24 Kg 12,500.00 Work Location 

43 Reinforcing Steel (Deform) U32 Kg 13,500.00 Work Location 

44 Lime Stone Cu.m 85,600.00 Base Camp 

45 Chipping Cu.m 191,420.66 Base Camp 

46 Chipping Kg 101.56 Base Camp 

47 Paint Kg 30,000.00 Base Camp 

48 Reflector Each 20,000.00 Base Camp 

49 Sand Bedding Cu.m 125,100.00 Base Camp 

50 Corrugated Steel Kg 8,500.00 Work Location 

51 Concrete Class K-125 Cu.m 627,807.26 Work Location 

52 Structural Steel Kg 17,500.00 Nearest Harbour 

53 Precast Prestressed Concrete Piles Cu.m 1,600,000.00 Nearest Harbour 
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54 Welding Consumables Dozen 150,000.00 Work Location 

55 Welding Consumables Kg 30,000.00  

56 Steel Pipe Kg 15,000.00 Nearest Harbour 

57 Flux Oil Litre 6,500.00 Base Camp 

58 Bunqer Oil/Flux Oil Litre 6,500.00 Base Camp 

59 Prestress Steel (Wire) Grade 270 Kg 32,500.00 Base Camp 

60 Reinforcing Steel (Plain) U32 Kg 12,600.00 Work Location 

61 Reinforcing Steel (Deform) U39 Kg 15,500.00 Work Location 

62 Reinforcing Steel (Deform) U42 Kg 30,000.00 Work Location 

63 PCI Girder L=16.6m Each 55,250,000.00 Nearest Harbour 

64 PCI Girder L=20.6m Each 82,875,000.00 Nearest Harbour 

65 PCI Girder L=26.6m Each 124,312,500.00 Nearest Harbour 

66 PCI Girder L=31.6m Each 186,468,750.00 Nearest Harbour 

LIST OF MATERIALS BASIC PRICE 

No. DESCRIPTION UNIT AMOUNT(Rp.) REMARKS 

67 PCI Girder L=35.8m Each 233,085,938.00 Nearest Harbour 

68 PCI Girder L=41.33m Each 291,357,423.00 Nearest Harbour 

69 Carbon Steel Pipe Dia 3” Lm 70,000.00 Base Camp 

70 Carbon Steel Pipe Dia 1.5” Lm 30,000.00 Base Camp 

71 Galvanized Pipe Dia 3” Lm 115,000.00 Base Camp 

72 Galvanized Pipe Dia 1.5” Lm 48,500.00 Base Camp 

73 Poly Vinyl (PVC) Pipe AW Dia 6” Lm 155,000.00 Base Camp 

74 Knie/Elbow PVC Dia 6” Each 98,000.00 Base Camp 

75 Tee PVC Dia 6” Each 196,000.00 Base Camp 

76 PVC Pipe Dia 80mm Lm 74,800.00 Nearest Harbour 

77 Strip Plate 4×30mm Lm 9,000.00 Base Camp 

78 Anchor Steel L.3×30×30mm Lm 15,000.00 Base Camp 

79 Bolt & Nut Kg 15,000.00 Base Camp 

80 Filter strip Each 8,000.00 Base Camp 

 TRAFFIC SIGN    

81 Sign Plate Panel Dia. 120cm Each 1,455,000.00  

82 Sign Plate Panel Dia. 90cm Each 846,000.00  

83 Sign Plate Panel Dia. 75cm Each 573,000.00  

84 Sign Plate Panel Dia. 60cm Each 380,000.00  

85 Sign board panel (reflective sheeting EG), 

Aluminum t=1.2mm 

Sq.m 979,000.00  

86 Sign board panel and frame (reflective Sq.m 1,578,000.00  
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sheeting EG), Aluminum t=1.82mm 

87 Sign Pole Type A, h=7m (single arm) Each 7,954,000.00  

88 Sign Pole Type B, h=7m (single arm) Each 8,565,000.00  

89 Sign Pole Type C, h=7m (double arm) Each 9,126,000.00  

 GUARD RAIL ELEMENT    

90 Steel Guard Rail Beam 4000×2.7mm Lm 355,718.00  

91 Steel Guard Rail Post 1800×6.0mm Each 752,246.00  

92 Blocking Piece 350×6.0mm Each 154,420.00  

93 Terminal End Section Guard Rail Each 547,088.00  

94 Base Plate (20mm) Each 113,931.42  

95 Beam 4000×350×2.7mm Each 920,205.00  

96 Post 1800×350×27mm Each 520,115.00  

97 Block Piece 350×6mm Each 100,022.00  

LIST OF MATERIALS BASIC PRICE 

No. DESCRIPTION UNIT AMOUNT(Rp.) REMARKS 

98 Terminal End Type Fishtail Each 360,082.00  

99 Terminal End Type Bullnose Each 540,124.00  

100 Terminal End Type Right Angle Terminal Each 612,143.00  

101 Terminal End Type Extruder Terminal Each 1,079,614.00  

102 Corrugated Steel Large Type Dia 1000mm 

t=2.0mm 

Lm 1,392,833.00  

103 Corrugated Steel Large Type Dia 1000mm 

t=2.5mm 

Lm 1,741,042.00  

104 Paving Block Sq.m 151,210.00  

 TRAFFIC MANAGEMENT    

105 Traffic Cone 80cm Each 425,000.00  

106 Senter Flagman Each 45,000.00  

107 Safety Rompi Flagman Each 30,000.00  

108 Portable Guide Post Plastic Each 120,000.00  

109 Portable Traffic Barrier (Plastic) Each 650,000.00  

110 Flash Blitz/Warning Light Each 450,000.00  

111 Traffic Sign Board Each 200,000.00  

 ROAD LIGHTING    

112 Road Lighting Pole, H=11m, Single Each 4,087,230.00  

113 Road Lighting Pole, H=13m, Single Each 4,893,630.00  

114 Road Lighting Pole, H=11m, Double Each 4,657,800.00  

115 Road Lighting Pole, H=13m, Double Each 5,665,800.00  
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116 Lamp SON-T 250 Watt Lm 2,040,000.00  

117 Cable NYY/NYM 2×2.5mm2 Lm 11,000.00  

118 MCB, 1P, 16A Each 74,000.00  

119 Pipe PVC Dia.3” Lm 95,000.00  

120 Copper rod Kg 68,500.00  

121 Special Cement Material Kg 10,500.00  

123 Pipe PVC Dia.4” Lm 160,000.00  

124 Marble 40×30cm Each 350,000.00  

 

LOST OF WORK ITEM PRICE 

No. DESCRIPTION UNIT AMOUNT(Rp.) REMARKS 

1 Porous Material Cu.m 231,803.68  

2 Common Excavation Cu.m 35,058.62  

3 Blinding Stone Cu.m 183,894.69  

4 Reinforcing Steel, Plain U24 Kg 15,155.00  

5 Selected Embankment Cu.m 58,046.84  

6 Concrete Class K-600 Cu.m 1,032,139.99  

7 Reinforcing Steel, Deformed U39 Kg 19,080.00  

8 Reinforcing Steel, Deformed U32 Kg 16,880.00  

9 Concrete Class K-175 Cu.m 744,397.89  

10 Tree Removal, dia. 15-30cm Each 106,198.79  

11 Clearing and Grubbing Sq.m 2,983.75 In sparse vegetation 

12 Mortared Stonework Cu.m 479,113.75  

13 Stone Masonry Cu.m 372,517.25  

 

 

LIST OF EQUIPMENT BASIC PRICE 

No. DESCRIPTION UNIT AMOUNT(Rp.) REMARKS 

1 Asphalt Mixing Plant Hour 4,400,790.69 2nd Year’s 

2 Asphalt Finisher Hour 293,667.75 2nd Year’s 

3 Asphalt Sprayer Hour 55,324.46 2nd Year’s 

4 Bulldozer 100-150 HP Hour 354,799.86 2nd Year’s 

5 Compressor 4000-6500 LM Hour 165,109.98 2nd Year’s 

6 Concrete Mixer 0.3-0.6M3 Hour 48,719.03 2nd Year’s 

7 Crane 10-15 Ton Hour 365,736.69 2nd Year’s 

8 Dump Truck 3-4M3 Hour 210,869.56 2nd Year’s 

9 Dump Truck 8-10M3 Hour 265,978.81 2nd Year’s 
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10 Excavator 80-140Hp Hour 325,191.03 2nd Year’s 

11 Flat Bed Truck 3-4 M3 Hour 255,223.71 2nd Year’s 

12 Generator Set Hour 440,667.91 2nd Year’s 

13 Motor Grader > 100Hp Hour 306,968.85 2nd Year’s 

14 Track Loader 75-100 Hp Hour 300,051.65 2nd Year’s 

15 Wheel Loader 1.0-1.6M3 Hour 307,082.66 2nd Year’s 

16 Three Wheel Roller 6-8 T. Hour 147,173.39 2nd Year’s 

17 Tandem Roller 6-8 T. Hour 175,883.30 2nd Year’s 

18 Tire Roller 8-15T. Hour 166,215.68 2nd Year’s 

19 Vibratory Roller 5-8 T. Hour 160,415.10 2nd Year’s 

20 Concrete Vibrator Hour 21,338.70 2nd Year’s 

21 Stone Crusher Hour 568,253.36 2nd Year’s 

22 Water Pump 70-100 Mm Hour 26,205.65 2nd Year’s 

23 Water Tanker 3000-4500 L. Hour 264,627.29 2nd Year’s 

24 Pedestrian Roller Hour 41,560.53 2nd Year’s 

25 Tamper Hour 24,646.87 2nd Year’s 

26 Jack Hammer Hour 23,337.89 2nd Year’s 

27 Fulvi Mixer Hour 197,175.68 2nd Year’s 

28 Concrete Pump Hour 261,204.53 2nd Year’s 

29 Trailer 20 Ton Hour 335,376.13 2nd Year’s 

30 Pile Driver + Hammer Hour 238,787.89 2nd Year’s 

31 Crane On Track 35 Ton Hour 315,636.80 2nd Year’s 

32 Welding Set Hour 83,192.58 2nd Year’s 

33 Bored Pile Machine Hour 1,164,817.10 2nd Year’s 

34 Asphalt Liquid Mixer Hour 40,662.20 2nd Year’s 

35 Trailer 15 Ton Hour 350,935.78 2nd Year’s 

36 Cold Milling Machine Hour 621,322.68 2nd Year’s 

37 Concrete Paver Hour 323,034.53 2nd Year’s 

38 Saw Machine Hour 70,000.00 2nd Year’s 

39 Concrete Batching Plant Hour 350,000.00 2nd Year’s 

40 Truck Mixer 5M3 Hour 300,000.00 2nd Year’s 
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5-1 インタビュー記録 
インタビュー内容 参考写真 

インタビューNo.1（7月 24日） 
橋梁番号：No.1 
名前：Adin(Basala 村：人口 1,171
人) 
年齢：29歳 
職業：教師（既婚） 
コメント：橋は毎日利用している。

橋梁建設は当然賛成であるが、施工

にあたってはワニに注意が必要だ。

 

 

インタビューNo.2（7月 24日） 
橋梁番号：No.1 
名前：Befa(Basala村) 
年齢：45歳 
職業：農業 
コメント：毎日利用している。橋梁

建設は賛成。 
 

 

インタビューNo.3（7月 24日） 
橋梁番号：No.1 
名前：Rukman(Basala村) 
年齢：37歳 
職業：村長 
コメント：橋は架け替えすべきだ。

建設に伴って必要な用地確保につい

ては問題ない。村として積極的に支

援する。ただし、住民もステークホ

ルダーとして計画内容についての説

明が欲しい。また工事の際には雇用

面で関与することを希望する。 
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インタビュー内容 参考写真 
インタビューNo.4（7月 24日） 
橋梁番号：No.4 
名前：Hamza 
年齢：42歳 
職業：農業 
コメント：1994年に Kendariから移
住してきた。その時には橋は壊れて

いなかった。今は洪水のエロージョ

ンによって壊れている。この橋は毎

日利用している。安全面から橋梁建

設は大賛成である。 

 

インタビューNo.5（7月 24日） 
橋梁番号：No.4 
名前：Nona 
年齢：40歳 
職業：教師 
コメント：1981年に移住してきた。
この橋は毎日利用している。安全面

および物資輸送の効率向上面から橋

梁建設は賛成である。 

 

インタビューNo.6（7月 24日） 
橋梁番号：No.3 
名前：H.Muh Akkas 
年齢：52歳 
職業：商業 
コメント：この村に住み始めて 20
年。この村の収入は主にカカオ。橋

の周辺では耕作地はない。橋は 3 年
前に落下した。安全面から橋梁建設

は賛成である。ただ計画に際しては

エロージョン防止に配慮してほし

い。（住居敷地の一部はすでにエロー

ジョンで崩壊している。） 
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インタビューNo.7（7月 24日） 
橋梁番号：No.3 
名前：Iwan 
年齢：35歳 
職業：商業 
コメント：Lasusua 村在住。橋は毎
日利用している。もし橋ができれば

非常にうれしい。橋梁建設は賛成で

ある。 
 
 

 

インタビューNo.8（7月 24日） 
橋梁番号：No.3 
名前：Sihadi 
年齢：33歳 
職業：農業 
コメント：橋梁建設は賛成である。

橋ができれば非常にうれしい。村民

全員が喜ぶと思う。 
 
 
 

 

インタビューNo.9（7月 27日） 
橋梁番号：橋梁 No.12 
名前：Mizuni 
年齢：53歳 
職業：農業 
コメント：住み始めて 35年。橋の周
辺は洪水を考えて耕作していない。

洪水のときは床上まで浸水するので

橋周辺の住民は家を空にして避難す

る。 
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インタビューNo.10（7月 27日） 
橋梁番号：橋梁 No.12 
名前：Muh. Taslim 
年齢：48歳 
職業：商業 
コメント：地元で育った。橋梁両岸

の土地所有者はほかの場所に住んで

いる。名前は La.kapunda, Asidi, Wa 
Engu,Zainulの 4人でいずれも農業。
橋が落下したあと住民の資金で修理

した。橋は非常に重要な施設であり、

必要な土地は無償で提供する。ただ

工事の際には雇用面で考慮してほし

い。計画に関して SHM をする場合

は以下のメンバーを招集する必要が

ある。 
 Camat:Districtの長 
 Kepdes: 村長 
 Pemilik Lahan: 土地所有者 
 地域住民 

 

インタビューNo.11（7月 27日） 
橋梁番号：橋梁 No.12 
名前：Aliudn 
年齢：36歳 
職業：Head of District 
コメント：住み始めて 2 年。このプ
ロジェクトについては数日前に情報

が入った。橋梁改修には賛成。ぜひ

実施すべき。洪水のときは橋周辺の

住民は家を空にして避難する。 
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インタビューNo.12（7月 27日） 
橋梁番号:No.14 
名前：Muliati 
年齢：37歳 
職業：主婦 
コメント：橋は毎日Moolo村（市場）
に行くのに使用。車両の通行はまれ

でほとんどはバイク・人。乾季は問

題ないが、雨季には洪水に困ってい

る。土地収用については適切な補償

がれば OK。もしなければ無償でも
OK.  

インタビューNo.13（7月 27日） 
橋梁番号:No.14 
名前：Nurlia  
年齢：21歳 
職業：主婦/農業 
コメント：土地は借りている。約 3
年前に Kendariから移住。河川水は
洗濯と沐浴に使用。コメは作ってお

らず、河川水は潅漑には使っていな

い。 

 

インタビューNo.14（7月 27日） 
橋梁番号:No.16 
名前：Ld Sui 
年齢：30歳 
職業：農業 
コメント：橋は 2006－2007 年に建
設された。5，6人の村人が橋から落
ちている。橋は改修すべきだ。乾季

はよいが、雨季には非常に危険で民

家は地滑りの危険にさらされてい

る。河川水は洗濯と沐浴に使用。灌

漑はなし。安全面から橋は改修すべ

きだ。 
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インタビューNo.15（7月 27日） 
橋梁番号:No.16 
名前：St. Rahma 
年齢：29歳 
職業：農業 
コメント：安全面から橋は改修すべ

き。すでに 5，6人の村人が橋から落
ちている。 
 

 

インタビューNo.16（7月 27日） 
橋梁番号:No.16 
名前：Wa Abe 
年齢：70歳 
職業：農業 
コメント：約 40年住んでいる。橋梁
建設は問題ない。公衆のためなので

土地収用は問題ない。土地収用の際

には適正な補償を期待する。 
 

 

インタビューNo.17（7月 27日） 
橋梁番号:No.17 
名前：Akscan 
年齢：28歳 
職業：農業 
コメント：橋は 2004年に建設された
（その時は木橋）。2008 年に地元の
資金で再建された。橋の建設は非常

にうれしい。いい考えだ。特に雨期

に洪水が来たときは非常に危険。橋

に隣接して耕作地はないので土地収

用は問題ない。民家は Private.なの
で考慮必要。 
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インタビューNo.18（7月 27日） 
橋梁番号:No.17 
名前：Khusni 
年齢：60歳 
職業：農業 
コメント：30年以上住んでいる。灌
漑はしていない。農作物はバナナ、

ココナッツ。洪水のときには民家や

モスクの床上１ｍになる。そのため

現橋より１ｍ高く計画するべきだ。

降水時のエロージョンが問題。洪水

のときは農作物が流されてしまう。

民家の裏で洪水時の地滑りの危険性

あり。橋は改修すべき。土地収用は

問題ない。補償も要らない。工事の

ときには住民を雇用してほしい。 

 

インタビューNo.19（7月 29日） 
橋梁番号:No.9 
名前：Wd Suniati(女性) 
年齢：37歳 
職業：農業（野菜、カカオ） 
コメント：橋周辺では耕作地なし。

橋は雨季（6，7月）に壊れた（たぶ
ん毎年）。橋は地元の資金で復旧し

た。 
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インタビューNo.20（7月 29日） 
橋梁番号:No.8 
名前：Rahidin 
職業：商業 
コメント：雨季のエロージョンが問

題。洪水が橋を壊した。洪水が床上

３ｍ（？）。周辺に橋の耕作地なし。

３ｋｍのところまで灌漑。橋は 3 年
前に建設（新規）。雨期にいつも橋が

壊れる。橋は壊れるとコミュニティ

で金を出し合って再建している。橋

の建設にともなう土地収用について

は問題ない。ただし、補償はほしい。

農作物についても例えばココナッツ

の場合 1本当たり Rs. 100,000欲し
い。 
 

 

インタビューNo.21（7月 30日） 
橋梁番号:No.23 
名前：Ldsafra 
年齢：４７歳 
職業：Head of Sub-district 
コメント：住み始めて９カ月。橋は

毎日使っている（北ブトン事務所ま

で）。建設は賛成。非常に重要。多く

の人が橋から落ちている。工事の際

には住民を雇用してほしい。SHMを
開催してほしい。地滑りがあった以

前は交通量は多かった。（海上輸送に

交通手段に変えた。） 
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5-2 公共事業省新ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ基準 
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Proposed Meeting Agenda  

For 

The Meeting to be held on 25th August, 08’  

JICA Study Team 

S.SAI (Environmentalist) 

 

1. Explanation of the Project by Bina Marga 

• Project background 

• Project description 

• Results of the IEE study by JICA Study Team) by Bina Marga 

2. Q&A 

3. Remarks(Requests from the JICA Study team) 

In case of going into next step, i.e. Basic Design, following items will be requested 

based on “JICA Guidelines for Environmental and Social Considerations”. 

• To obtain environmental approval from BAPEDALDA before completion of the 

Basic Design. The schedule for the procedure is proposed as attached.  

• To conduct stakeholders meetings including local people during Basic Design 

• To establish Basic Agreement with related landowners based on Indonesian law 

during Basic Design, if land acquisition will be necessary

5-3 キックオフミーティングアジェンダ案 

 



August 18, 2008 
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Tentative Work Schedule for Environmental Clearance for the Project 

 

 

July Aug. Sept. Oct. Nov. Dec. Jan. Feb. Mar. April May June July Aug. Sept. Oct. Nov. Dec.

<Japanese Side>

Preliminary Study

Decision Making for B/D

Basic Design(Tentative)

Cabinet Approval (Tentative)

<Indonesian Side>

Environmental Clearance Procedure

<Seasons>

Dry season

Rainy Season

Remark: The categorization on the  "Season" was conducted based on meteorological data in 2006.

2008
Items

2009
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5-4 キックオフミーティングミニッツ 

 



（■収集資料/□専門家作成資料）

番号 資　料　の　名　称
形態(図書、
ﾋﾞﾃﾞｵ､地図､
写真等)

収
集
資
料

専門家
作成資
料

JICA
作成
資料

ﾃｷｽﾄ 発行機関 取扱区分

T-1 スラウェシ本島地形図（5万分の1）4枚組み 地図 ＊ インドネシア国土地理院

T-2 ブトン島地形図（5万分の1）4枚組み 地図 ＊ インドネシア国土地理院

T-3 Statistical Year Book of Indonesia CD ＊ Badan Pusat Statistik （中央統計局）

T-4 Sulawesi Tenggara Dalam Angka CD ＊ Badan Pusat Statistik （州統計局）

T-5 Transportation in South East Sulawesi Province CD ＊ Perhubungan Sulawesi Tenggara（州運輸局）

T-6 Profile of Perhubungan Sulawesi Tenggara（州運輸局） 図書 ＊ Perhubungan Sulawesi Tenggara（州運輸局）

T-7 Potensi Bahan Galian Dan Energi 図書 ＊ Dinas Pertambangan Dan Energi（鉱山ｴﾈﾙｷﾞｰ
省）

T-8 Gubernur Sulawesi Tenggara（県道のｲﾝﾍﾞﾝﾄﾘｰ） 図書 ＊ 南東スラウェシ州公共事業局（Kimpraswil）

T-9 Kabupaten Kolaka Dalam Angka（コラカ県統計） 図書 ＊ Badan Pusat Statistik （州統計局）

T-10 Kabupaten Konawe Selatan Dalam Angka（南コナウエ県統計） 図書 ＊ Badan Pusat Statistik （州統計局）

T-11 Kabupaten Buton Dalam Angka（ブトン県統計） 図書 ＊ Badan Pusat Statistik （州統計局）

T-12 Kabupaten Muna Dalam Angka（ミュナ県統計） 図書 ＊ Badan Pusat Statistik （州統計局）

プロジェクトID 調査団番号

地域   アジア 橋梁改修計画予備調査
調査の種類又

は 橋梁改修計画予備
調査

担当部課

国名 インドネシ
ア

配属機関
名

現地調査期間
又は
　　派遣期間

平成20年7月20日～8
月23日

担当者氏名

　調査団名
又は

    矢島　弘

経済基盤開発
部



番号 資　料　の　名　称
形態(図書、
ﾋﾞﾃﾞｵ､地図､
写真等)

収
集
資
料

専門家
作成資
料

JICA
作成
資料

ﾃｷｽﾄ 発行機関 取扱区分

B-1 STANDAR PEMBEBANAN UNTUK JEMBATAN (Standard loadfor bridges) コピー ＊ 公共事業省(BINA MARGA)

B-2 PUBLIKASI DATA DEBIT SUNGAI(ロラヤ川の水面データ) コピー ＊ 公共事業省、河川局　DIREKTORAT SINGAI

B-3 PUBLIKASI DATA HUJAN OTOMATIS(降水量データ) コピー ＊ 公共事業省、河川局　DIREKTORAT SINGAI

B-4 南東スラウェシ州の道路維持管理費 コピー ＊ 南東スラウェシ州

B-5 ブトン島ボーリングデータ コピー ＊ 公共事業省(BINA MARGA)

B-6 資材単価等 コピー ＊ 世銀

B-7 橋梁台帳 コピー ＊ 地方公共事業省(DINAS P.U.)

B-8 Bridge Management System コピー ＊ 公共事業省(BINA MARGA)

B-9 国+州の維持管理費予算 コピー ＊ 公共事業省(BINA MARGA)

B-10 コナウェスラタン県維持管理費 コピー ＊ コナウェスラタン県

　 　

プロジェクトID 調査団番号

地域   アジア 橋梁改修計画予備調査
調査の種類又

は 橋梁改修計画予備
調査

担当部課

国名 インドネシ
ア

配属機関
名

現地調査期間
又は
　　派遣期間

平成20年7月15日～8
月23日

担当者氏名

　調査団名
又は

    松本　毅

経済基盤開発
部



番号 資　料　の　名　称 形態(図書、ﾋﾞﾃﾞ
ｵ､地図､写真等)

収集
資料

専門家作
成資料

JICA作
成資料 ﾃｷｽﾄ 発行機関 取扱区分 図書館記入欄

E-1 州森林局組織図（2008年） コピー ＊ 州森林局
JR･CR(   )･

SC

E-2 インドネシア環境統計書(2005年） 図書 ＊ 統計局 JR･CR(   )･
SC

E-3 "A Road to National Park"（2005年） 図書 ＊ CARE(NGO) JR･CR(   )･
SC

E-4 南東スラウェシ州統計書（2007年） CD,コピー ＊ 南東スラウェシ州統計局 JR･CR(   )･
SC

E-5 自然保護ハンドブック（2006年） コピー ＊ 森林局自然保護課 JR･CR(   )･
SC

E-6
インドネシア法律5号（1990年）天然資源および生態系
保護法 コピー ＊ インドネシア政府 JR･CR(   )･

SC

E-7 インドネシア法律68号（1990年）森林法 コピー ＊ インドネシア政府 JR･CR(   )･
SC

E-8
環境省大臣令2006年第11号（AMDAL要求プロジェクトリ
スト） コピー ＊ 環境省 JR･CR(   )･

SC

E-9 南東スラウェシ州自然保護区位置図（2008年） ソフトコ
ピー ＊ 森林局自然保護課 JR･CR(   )･

SC

E-10 南東スラウェシ州植生図（2008年） 地図 ＊ 州森林局

E-11 州環境管理庁（BAPEDALDA)組織図（2008年） コピー ＊ BAPEDALDA

プロジェクトID 調査団番号

地域   アジア 橋梁改修計画予備調査
調査の種類又は
指導科目 橋梁改修計画予備調査 担当部課

国名 インドネシア 配属機関名 現地調査期間又は
　　派遣期間

平成20年7月20日～8月23
日

担当者氏名

　調査団名又
は

    佐井　茂

経済基盤開発部
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